


6) 受講生と年齢の近い実施協力者（学部生・大学院生）を配置し、受講生に親しみやすい環境を演出した。

昼食やクッキータイムにおいても交流を図ることができた(④参照）。 

7) 休憩時間を多めに取り入れ、万が一、実習の時間が延びた場合に備えた。このため定刻に終えることが

できた。 

8) 全体を理解しやすくなるように、特に、「本事業の説明」の内容に留意した。また、当日のスケジュール計

画策定後においても、体験する技術の重複等がないように吟味して、修正を加えた。 

9) 最新鋭の 3D 対応液晶テレビやシースルーグラスにて立体映像を体感した。 

10) 「知能」とは何かを学び、興味・関心を深めるように配慮した。 

 

■当日のスケジュール  

9：00－9：20  受付（集合場所：文京キャンパス総合研究棟Ⅰ １階ロビー） 

9：20－9：40  開講式 （あいさつ（岩井理事、鞍谷教授）・オリエンテーション・班分け） 

9：40－10：00 科研費と本事業の説明 

10：00－10：45 講義・演習 1：最新の 3D 映像構成法とその認知メカニズム 

11：05－11：50 講義・演習 2：ドライバエージェントの受容 

11：50－13：00 昼食 

13：00－14：40 中学生・高校生別体験学習：映像とロボットエージェントの比較、 

人間の動きを測り、表現する３次元映像技術、パワーアシストスーツ、立体映像技術の効

用、大学施設見学 

14：50－15：30  サロン：講義・演習「映像酔いを評価するための生体簡易計測システムの紹介」とクッキ

ータイム 

15：30－16：00 修了式（未来博士号授与（岩井理事））、アンケート記入、終了・解散 

 

■広報活動  

1) 実施代表者と事務局が分担して県内高等学校・中学校に募集案内を郵送した。 

2) 大学の広報室と連携し、大学の広報誌や HP に募集案内を掲載した。 

3) 実施代表者の所属研究室 HP を利用して、魅力的な PR を行うように努めた。 

 

■実施の様子 

 モデルを利用した立体映像の生体影響を       ②視差の体験から立体映像の原理を学ぶ講義 

計測するメカニズムについて学ぶ演習 

  

 



 

③ パワーアシストスーツの体験学習           ④昼食・クッキータイムにおける交流 

   

■事務局(COC 推進室社会連携係)との協力体制  

1) 事務局が日本学術振興会への連絡調整と、提出書類の確認・修正等を行った。 

2) 事務局が日本学術振興会への連絡窓口となり、実施のサポート、経理等一般事務手続きを担当した。 

3) 実施代表者と事務局が分担して県内高等学校・中学校に募集案内を作成して、郵送した。 

4) 事務局が事前の参加受付業務を行った。また、当日の案内板などを作成した。 

5) 事務局が大学の広報室等の窓口となり、当日の記録活動も行った。 

 

■安全配慮  

1) 実習の安全確保と手順徹底のため、各グループに学生を 2 名以上配置した。 

2) 講義・演習における実験に関しては、転倒の可能性もあるので、人の配置や周囲の環境に十分配慮

し、特に問題は生じなかった。 

3) 映像に関しては、視神経への刺激を最小限に留めるため、周囲の明るさや照度に配慮した。 

4) 受講者と実施協力者（学部生・大学院生）を短期のレクリエーション保険に加入させた。その他の実施

分担者については、大学が加入している保険が適用されていた。 

 

■今後の発展性、課題 

開催地に依存しない他県、海外からの応募もあったものの、募集定員を満たすことはできなかった。県内

中・高等学校の校数学担当教員だけでなく、理科担当教員も含めた広報の仕方を模索する必要がある。ま

た、参加者のアンケート結果が良好であったことから、今後も、時流を鑑みて技術革新を踏まえた同様の企

画を積極的に行い、社会貢献活動に努めたいと思う。 

 

【実施分担者】 

岩井 善郎 理事・副学長 

鞍谷 文保 大学院工学研究科・教授 

平田 隆幸 大学院工学研究科・教授 

高橋 泰岳 大学院工学研究科・教授 

長宗 高樹 大学院工学研究科・准教授 

谷合 由章 大学院工学研究科・講師 

【実施協力者】     16 名(外部講師 5 名を含む)  

【事務担当者】 

 前川重雄 総合戦略部門 COC 推進室・社会連携係・係長 


